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千葉大学医学部競癌研究施設外科 柴 光年
オークリッジという町は米国テネシー州の東部に位置
し， 人口約3万人， ワシントン DCの西南約500マイ
ル，アトランタの北約 100マイルの森と湖に毘まれた地
にあります。この町は第2次世界大戦の際中に，マンハ
ッタン計画の一環として，ウラン濃縮工場設立の地とし
て選定されました。広畠3 長崎の原子爆弾のウランはこ
こで濃縮され，ニューメキシコのロスアラモスで組み立
てられたとの事で，日本とは浅からぬ密縁のある地とい
えましょう。従って町全体はオークヲッジナショナ/レラ
示、ラトリー  (ORNL)中心の小じんま歩した美しい研究
所の町で，住民の大半はラボラトリー擦係者であるとい
うのもうなずけます。 
ORNLは， X-IO，Y-12，K-25との暗号名(?)の
ついた大きな 3つの研究撞設をもち， X-IOは核物理及
び化学， Y-12は生物及び核融合， K-25はガス拡散方式
によるウラン濃縮施設という様に設定され，ユニオンカ
ーパイトという私企業が政府より委託されてこれを運営
しています。 Y-12の生物部門では放射線生物学も含め
て，生体iこ及ぼす環境因子の影響を検討するという大き
なスローガンの下に動いています。大きくわけて，基礎
生物，遺伝，癌及び毒性，の 3つのセクションがあり， 
Ph. D.約150名，運営費用年間約 2千万ドルといった規
模の様です。私の所属しているラポは癌及び毒性部汚の
なかの呼吸器発審部にあ歩，ここでは呼吸器系における
発癌過程において，前癌状態の解明，環境因子の影響と
いったテーマを中心に，iπ vitro，inovivoよ歩多角的
な検討がなされています。
さて研究所の朝は 8時にサイレンと共にはじまります
〈まるで工場の様〉。ひとしきりコーヒーカップρを持った
人々が右往左往した後に本格的に動き出しますが，ここ
の特徴として“外人"のとても多い事があげちれ?イン
ド人のラボあり，中国人のラボありで，国連のような所
が若干あ予ます。アメリカ人研究者も誌とんどは東北部
出身です。昼食持はここの入にとって重要な時間帯で，
部門レベル，ラボ、ラトリーレベルでのたくさんの会合，セ
ミナーが持たれています。多くは気楽なもので，出席者
はたいてい簡単な昼食を食べながら草草いている様です。
ミーティング，あるいは意見の交換はこの諜に非常に機
会が多く，また気楽にやっているとの印象を受けます。
またたいていの研究者の昼食は簡単なもので，スープ1
杯にポテトチップとか，私の様な肉体労{読者あが Fの者
には信じられない位の量ですませている様です。夕方は
テクニシャンは 4時にぴたりと仕事をやめ，研究者もポ
スを最後に 6持ころに詰誰もいえ主くなります。ちなみに
小生のボスの愛用する言葉は "savetIme"であり，
多数の務書，テクニシャンを使用して仕事の分業化をは
かるアメリカ人の合理精神の一端が， うかがわれる様に
思われます。
以上かいつまんで研究所の 1sを紹介しましたが，対
人関{系が非常に気楽で， section head，とでも firstname 
で話せること〈これは敬語がない事ばかりで辻なく，
最近のアメリカ社会での鎮向とのことです〉。遠慮と
いうものを全く(?)しなくてよい事， 等が司本の場
合と特iこ異る国の様iこ患われます。 これは裏をかえせ
ば，アメリカ人は愛想、はよいが無神経，とか，アメリカ
では大きな声でものを言わないと無視されるといった様
なことになると思いますが，非常に興味深いところで
す。
現在アメリカも部外になく，オイルショック以来石津
の価格誌上昇の一途をたどっている様です。安鋸で豊富
なエネノレギーに支えられた2 豊かなアメリカ，は今重大
な局面を迎えています。レーガン政権の“防衛重視，科
学研究費カット政策"のあおりで，ここの撞設でも，か
なりの人減らしが断行されており，これからは癌研究者
にとっては冬の時代とな担そうです。
アメリカ入のエネルギーへの危機感は大変なもので，
現在全冨をあげて，エネルギ一節約運動にとり組んでい
る様です。車辻小型になり，電気一色から一部ガス利用
への転換L 今後も変化していくものと患われますが，
アメワカよりも資源のない詰本も見習うべき部分が多々
あると思われました。
さてアメヲカではこれからはフットボールシーズンで
す。昨年はまだノレーノレがよくわからなかったのですが，
今年の冬は楽しく観戦できそうです。ただテネシー大学
があまり強くないのが難点ですが。それでは皆さんお元
気で。(昭和56年11月25日受付)
